
問題 I 次の4問から2問を選んで解答しなさい。

（1）2次方程式 x2－3�3 x ＋6＝0の2つの解のうち，小さい方の解の小数部分を a とする。

a2の値を求めなさい。

（2）12x2＋7xy －12y2＋ x ＋18y －6を因数分解しなさい。

（3）実数 x，y に関する命題「x ＝3かつ y ＝1ならば x2＋ y2＝10」の対偶を記述し，その

真偽を述べなさい。

（4） AB＝6，CA＝5である△ ABCにおいて，∠BACの二等分線が辺 BCと交わる点を D，

辺 ACの中点を E，線分 ADと BEの交点を P，直線 CPと辺 ABの交点を Fとする。この

とき，線分 AFの長さを求めなさい。
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問題 II a は正の定数とする。放物線 C：y ＝2x2－2ax ＋2a ＋6について，次の各問に答えなさ

い。

（1） C 上の x 座標が1である点を Pとする。Pの y 座標を求めなさい。

（2） C が x 軸と共有点をもつとき，a のとり得る値の範囲を求めなさい。

（3）原点を O，C と y 軸の交点を Q，C の頂点を Rとする。△ OQRの面積が3であるとき，

a の値を求めなさい。
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問題 III 下図のような1辺の長さが2である立方体 ABCD－EFGHについて，次の各問に答えなさ

い。

H G

F
E

D C

A B

（1）8個の頂点から異なる4個の頂点を選ぶときの選び方の総数を求めなさい。

（2）（1）のうち，選んだ4点を結んでできる図形が四面体となる選び方の総数を求めなさい。

（3）正四面体 ACFHの体積を求めなさい。

（4）線分 FHの中点をM，∠AMC＝θとするとき，cosθの値を求めなさい。

（5）（4）のMについて，頂点 Aから CMに下ろした垂線と線分 CMの交点を Nとするとき，
CN
NM

の値を求めなさい。
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